










近年わが国では,医療水準の向上と公衆衛生の普及にともなって,感染症および乳児の栄養

障害を主とする外因性の諸疾患が減少し,代って先天異常や,心身障害を生ずる小児・成人

の慢性疾患が医学と医療の当面の課題となっている｡これらの先天異常や小児・成人の慢性

疾患の中には,遺伝的要因が多少とも関与して発病するものが少なくない。そこで,目覚ま

しい進歩をとげた人類遺伝学の成果と知識を応用し,これらの心身障害の発生を予防する

という最終的な目標を達成することを目的として,昭和 49 年より,前後二期にわたる厚生

省心身障害研究遺伝研究班が組織され,昭和 54年度に至るまで継続的に協同研究を行なっ

た｡ 

昭和 54 年度は,その第二期の研究班の最終年度に相当する。ここに至る間には,当然のこと

ながら,研究組織,研究課題,研究分担者,研究協力者等に年度毎に変更が加えられたが,一

方 6 年間を通じて以下のような一貫した研究方針を堅持したことも,忘れてはならない事

実である｡ 


